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年金者組合

京都府本部

女性部発行

２０２３年

５月１５日発行

（第１８７号）

「たすけあい

介護サービス」

年金者組合員は介護

保険制度を利用した福

祉用具使用時の利用者

負担分（1割）の助成を

受けられます。ベッド、

車いすなど13種類。ま

ずは相談してください。

受付窓口
０３－６２５６－８９６７

・全労連共済

共済事業会

・日本フロンティア

ネットワーク

４
月
１
９
日
、
集
計
し
た
「
女

性
の
暮
ら
し
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
持
っ
て
、
京
都
市
保
健
福
祉
局

健
康
長
寿
の
ま
ち
の
ご
担
当
２
人

と
府
本
部
女
性
部
３
人
が
懇
談
し

ま
し
た
。

集
計
結
果
を
説
明
し
た
後
、
特

に
国
民
健
康
保
険
料
の
高
さ
や
都

市
計
画
税
が
今
年
い
き
な
り
上
昇

し
た
こ
と
に
つ
い
て
質
問
、
今
ま

で
に
な
い
息
苦
し
さ
を
感
じ
て
い

る
、
行
政
は
住
民
の
生
活
を
も
っ

と
助
け
て
ほ
し
い
と
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
、
市
民
が
気
楽
に
集
ま
れ

る
集
会
所
を
増
や
す
、
周
辺
部
の

交
通
不
便
の
解
消
、
年
金
で
入
れ

る
介
護
施
設
を
つ
く
っ
て
と
日
頃

か
ら
願
っ
て
い
る
こ
と
も
要
望
し

て
き
ま
し
た
。

「
分
か
り
ま
し
た
」
と
は
言
っ

て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
直
接

会
っ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
説

明
で
き
た
こ
と
は
良
か
っ
た
と

第94回
全京都統一メーデー

５月１日、二条城前広場に

４千人が参加、軍拡・大増税

はやめて、物価高騰に見合う

賃金や年金をと訴えました。

女性部も４人が参加、開会

までの短時間でしたが、「年

金引き上げ署名」などに取り

組みました。

５
・
３
憲
法
集
会

「
女
性
の
暮
ら
し
実
態
ア
ン
ケ
ー

ト
」
集
計
は
、
年
金
者
組
合
京

都
府
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
京
都
市
が
「
高
齢
者
の

た
め
の
サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
を
毎
年
発
行
し
て
い
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
１
１
３
頁
も
あ

り
読
む
の
も
大
変
で
す
が
、
京
都

市
の
高
齢
者
向
け
事
業
が
網
羅
し

て
あ
り
、
内
容
を
共
有
す
る
こ
と

も
大
事
か
と
考
え
ま
す
。（

矢
吹
）

京
都
市
と
懇
談
「
女
性
ア
ン
ケ
ー
ト
」
集
計
で
要
望

５月３日、円山野外音楽堂で開

かれ２千人が参加しましました。

ジャーナリストの末浪靖司さん

が講演し、「岸田政権は緊急事態

条項を追加するという口実で改憲

を狙い、それを突破口にして９条

を変えようとしている。絶対に改

憲を許してはいけない」。平和憲

法を守り抜きましょう。

改
憲
は
許
さ
な
い

紛
争
は
外
交
で
解
決
を

戦
争
は
ダ
メ
、
平
和
が
一

番
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近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

支
部
活
動
交
流
会

「女
性
の
暮
ら
し
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
」結

果
が
京
都
民
報
４
月
２
３
日
付
に
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。
多
く
の
方
た
ち
に
お
知
ら
せ

で
き
て
、
よ
か
っ
た
で
す
。

4
月
２
４
日
に
滋
賀
県
草
津
市
で
開

催
さ
れ
た
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
活
動
交

流
会
に
女
性
部
か
ら
も
参
加
し
ま
し
た
。

各
県
か
ら
の
報
告
で
は
、
和
歌
山
は

役
員
の
高
齢
化
を
な
ん
と
か
し
た
い
、

低
年
金
は
女
性
だ
け
の
問
題
で
は
な
く

男
性
も
大
変
で
す
。
仲
間
増
や
し
は
、

作
品
展
、
サ
ー
ク
ル
に
友
人
知
人
を

誘
っ
て
行
き
、
入
っ
て
も
ら
う
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

滋
賀
は
、
年
金
は
他
府
県
か
ら
来
ら

れ
た
方
と
は
格
差
が
あ
る
。
無
人
駅
も

た
く
さ
ん
あ
る
し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も

な
く
、
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人

が
足
を
引
き
ず
っ
て
階
段
を
の
ぼ
っ
て

い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

奈
良
か
ら
は
、
生
活
し
や
す
い
街
に

し
た
い
と
、
女
性
支
部
長
が
誕
生
し
た

と
報
告
あ
り
ま
し
た
。

兵
庫
県
尼
崎
支
部
は
１
４
の
サ
ー
ク

ル
が
あ
り
、
誘
い
合
っ
て
仲
間
を
増
や

し
て
い
ま
す
。
毎
月
、
団
地
訪
問
行
動

と
し
て
、
支
部
機
関
紙
を
配
布
し
た
り

署
名
の
お
願
い
を
し
な
が
ら
年
金
者
組

合
へ
の
加
入
を
勧
め
て
い
ま
す
。

法を守り抜きましょう。

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

女
性
の
つ
ど
い

i

n

滋
賀

日
時

１
０
月
４
日
（
水
）

午
後
（
予
定
）

会
場

草
津
キ
ラ
リ
エ

５
階
大
会
議
室

詳
細
は
決
ま
り
次
第
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
多
数
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

大
阪
府
堺
支
部
で
は
、
新
金

岡
団
地
の
建
て
替
え
問
題
が
高

齢
者
の
生
活
に
大
き
く
関
わ
っ

て
い
る
と
の
こ
と
。
ま
た
サ
ー

ク
ル
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
て
、
市
民
セ
ン
タ
ー
区
民
セ

ン
タ
ー
も
無
料
で
使
用
で
き
る
そ

う
で
す
。

京
都
府
舞
鶴
支
部
は
今
年
３
月

に
最
高
の
峰
３
１
０
人
と
な
り
ま

し
た
。
仲
間
作
り
は
特
に
「
バ
ス

旅
行
」
と
「
サ
ー
ク
ル
」
へ
の
参
加

が
大
き
な
力
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
女
性
が
日
頃
か
ら
持
つ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
も
仲
間
作
り
に
生
か
さ

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

講
演
は
藤
井
伸
生
京
都
華
頂
大

学
名
誉
教
授
で
し
た
。
若
者
が
増

え
た
ら
一
時
的
に
年
金
は
上
が
る

け
ど
、
今
後
２
０
年
間
は
無
理
で

す
。
岸
田
政
権
が
軍
事
費
を
増
や

し
た
の
で
、
社
会
保
障
費
が
減

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
国
民
は

人
生
設
計
を
や
り
直
し
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
苦
情
が
出
て
き

た
の
で
少
々
年
金
を
あ
げ
た
の

で
は
な
い
か
。
元
気
な
う
ち
に

老
人
ホ
ー
ム
を
見
学
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
、
と
皮
肉
た
っ

ぷ
り
で
し
た
。

（
高
橋
）

このバラは、年金裁判

で通った大阪中之島公園

のバラ園で撮りました。

原告団、傍聴に通った皆

さん、疲れ様でした。

母親大会問題別集会

１）ジェンダーから見る

～みんなでつくる性教育

助言者 関口 久志さん

（元京都教育大学）

２）いま、地球は～気候変動の中

助言者 山本 元さん

（気候ネットワーク）

会員券代として1000円


